
創薬アセット・技術プラットフォーム
公募

大阪大学と田辺ファーマとの産学連携プロジェクト「MEET」事業は2025年度をもって終了します。
ここで築いた強固なネットワークを基盤に、

田辺ファーマは新設の「エクスターナルイノベーション部」とともに、次のステージへ進みます。
私たちは、事業化を見据えた創薬アセットや技術プラットフォームを広く募集し、

学内研究者や関連スタートアップと連携して、研究・開発から事業化までを力強く支援します。

多くの研究者・スタートアップの皆様の挑戦をお待ちしています。

オープンイノベーションパイプライン候補として、
以下の方針に沿った創薬アセット・技術プラットフォームを募集いたします。

2026年度 大阪大学産学連携パートナーシップ “ORBIT”

病と向き合うすべての人に、希望ある選択肢を。

Osaka–Tanabe Research Base for Innovative Therapeutics

Deliverability ３年以内に前臨床候補品1）が創出できるか
•  プラットフォーム型で複数の医薬品候補を短期間で創薬可能、またはIn vivo PoCが確立済み
で最適化段階以降のアセットを募集いたします。

Disruption 創薬技術としてパラダイムシフトを起こし得るか
•  従来の標的コンセプトや化合物スクリーニングの常識を覆すもので、社内研究ではカバーしき
れない新規創薬技術プラットフォームを募集いたします。

Strategy 戦略適合性・必然性
•  田辺ファーマの重点疾患領域との整合性がとれるもの、あるいは、自社関与による付加価値・
自社研究への展開性・日本エコシステムの活用が可能なアセット・技術プラットフォームを募
集いたします。

本学医学系研究科をはじめとする学内研究機関およびスタートアップ対 象 部 局

募 集 内 容

連 携 内 容 採択シーズ候補を対象とした意見交換会後、採択シーズを決定し、共同研究あるいは共同事業計画を立案・推進
（第１回意見交換会：2026年６～７月予定）

← こちらのQRコードから担当者
宛の連絡および応募が可能です

スケジュール 募集期間2） ：2026年2月16日～3月13日（第１回募集締め切り）
選考～ 候補決定：2026年３月～５月（予定） ※数件程度

お問合わせ 内容の詳細およびご応募に関しては、以下担当者宛までご連絡ください。
大阪大学医学部附属病院 未来医療開発部 未来医療センター
招へい教授　久米俊行（田辺ファーマ株式会社　創薬本部）
事務局メールアドレス：orbit@dmi.med.osaka-u.ac.jp

1）GLP毒性試験を開始する段階

2）応募状況に応じて期間延長あり



Q創薬アセットとはどのようなものを
対象としているのでしょうか？

既に標的分子が決定しており、in vivo PoCを検
証済みであり、かつ、医薬品候補化合物の最適化
研究が開始されている段階（協業により3年以内に
最適化が完了すると想定）のものを対象としています。
前臨床試験および臨床試験の開始に向けた試
験計画（または課題と解決策）が見通せる状態に
あり、重点疾患領域との整合性がとれるものが
望ましいです。

Q技術プラットフォームとはどのような
ものを対象としているのでしょうか？

従来技術・モダリティに対して明確に差別化さ
れた創薬技術で、その技術を活用することで複数
の標的を対象に短期間に医薬品候補化合物が創
製可能なプラットフォームを対象としています。
具体的な例としては、抗体医薬→ADCのように
従来の常識を覆し、パラダイムシフトを起こし得る
ものとなります。
なお、標的分子探索といった早期フェーズの技
術プラットフォームは今回の公募対象としておりま
せん。

Q重点疾患領域はどういった疾患領域に
なるのでしょうか？

神経疾患、免疫・炎症疾患、がんの3つが重点疾
患領域となります。ただし、厳密なものではなく、
上述の創薬アセットとしての要件を満たしているも
のであれば積極的にご応募ください。

Q応募後の具体的なプロセスは？

ご応募頂いた内容を審査させていただいた後、5
件前後を候補として田辺ファーマの研究・事業開発
本部員との事業化に向けた意見交換会に進めます。
意見交換会では、創薬プロジェクトとして進める上
での課題と解決策の深掘りやビジネスフィージビリ
ティといった多角的な視点で研究課題を議論します。
これらの議論を経て、田辺ファーマの研究パイ
プラインとして進められる研究シーズに関しては、
田辺ファーマとの共同研究により事業化までをサポ
ート致します。
したがって、従来の産学連携プロジェクト「MEET」
のような研究助成事業とは異なる点をご了承くだ
さい。

Qどのように応募すれば
良いのでしょうか？

担当者に直接メールでご連絡頂き、エントリーフ
ォームを入手の上、ご応募下さい（本リーフレットに
記載のQRコードからもアクセス可能です）。

公募をご検討いた
だける方に向け
事前にご質問に
お答えします。

← こちらのQRコードから担当者
宛の連絡および応募が可能です


